
１　職員の任免及び職員数に関する状況１　職員の任免及び職員数に関する状況１　職員の任免及び職員数に関する状況１　職員の任免及び職員数に関する状況
 

人事行政の運営等の状況の公表について人事行政の運営等の状況の公表について人事行政の運営等の状況の公表について人事行政の運営等の状況の公表について

　土浦市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第6条の規定により，平成27年度の
人事行政の運営等の状況について下記のとおり公表します。

※１ 職員数は，常勤の職員で，再任用職員，他団体等への派遣職員及び休職者を含み，非常勤職員は
　　含みません。
※２ 行政職等には，企業職（水道課職員）を含みます。
※３ 技能労務職員とは，単純な労務に雇用される職員で，運転手・清掃職員・給食調理員等をいいます。

（１）職種別職員数の状況 （人）

▲ 4

0

２８年度２７年度

職種変更

4

1,025

41

185

799

採用者数
新規再任用

者数

28年度
当初職員

数

技能労務職 48 ▲ 3

合 計 1,035 5 38 7▲ 54 ▲ 6

行政職等 799 5 31 7▲ 41 ▲ 6

消 防 職 188 7▲ 10

職種
区分 当初職員数

中途採用者
数

退職者数
再任用任期
満了者数

　（３）任命権者別職員数の状況
（人）

合　　　計 1,035 1,025 ▲ 10

農 業 委 員 会 6 6 0
消 防 長 188 185 ▲ 3

選挙管理委員会 3 3 0
代表監査委員 4 4 0

議 長 9 9 0
教 育 委 員 会 109 106 ▲ 3

市 長 716 712 ▲ 4

任命権者
職員数

平成27年4月1日 平成28年4月1日 対前年増減

　（２）職種別応募採用者数

H27.10.1採用 H28.4.1採用

（人） （人）

採用試験受付期間　　平成27年5月22日～ 6月5日

第１次試験実施日　　平成27年6月28日

第２次試験実施日　　平成27年7月15日

採用試験受付期間　　平成27年8月10日～ 8月24日

第１次試験実施日　　平成27年9月20日

第２次試験実施日　　平成27年10月19日～10月22日

合　計 27 26 8

技術職（電気） 2 1 1

技術職（機械） 5 5 1

職種区分 応募者数 受験者数 採用者数

合　計 446 361 37

消防職Ａ 58 50 4

消防職Ｂ（救急救命士） 15 14 3

保育士・幼稚園教諭 2 1 0

社会福祉士 10 8 2

技術職（化学） 8 4 1保育士・幼稚園教諭 10 10 3

技術職（土木） 24 17 5

応募者数 受験者数 採用者数

事務職

職種区分

329 267 22



２　職員の勤務評定の状況（平成２７年度）２　職員の勤務評定の状況（平成２７年度）２　職員の勤務評定の状況（平成２７年度）２　職員の勤務評定の状況（平成２７年度）

※係長以上の職員に限る

３　職員の給与の状況　３　職員の給与の状況　３　職員の給与の状況　３　職員の給与の状況　（※　給与とは，給料と手当の合計額をいいます）
（１）給与支給総額（平成27年度決算見込額）

（千円）

（２）過去3年間のラスパイレス指数の状況

　ラスパイレス指数とは，全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため，

国の職員数を用いて，学歴や経験年数の差による影響を補正し，国の行政職俸給表（一）適用職員

の俸給月額を100として計算した指数

※　平成25年は，国家公務員の時限的な（2年間）給与改定・臨時特例法による給与減額措置がない

　とした場合の値である。

（３）初任給，平均年齢，平均給料月額（平成27年4月1日現在）

（円）

　≪参考≫平成28年4月1日の状況

281,678

消　防　職
大卒　209,700

38.2歳 307,218
高卒　163,200

企　業　職
大卒　190,200

38.4歳 274,088
高卒　144,600

企　業　職
大卒　187,700

39.9歳 292,490
高卒　144,600

技能労務職 高卒　142,000 49.2歳

大卒　187,700
40.1歳 295,290

高卒　142,100

消　防　職
大卒　206,800

39.1歳 312,224
高卒　160,300

技能労務職 高卒　139,500 48.9歳 285,602

41.4歳 295,035
高卒　142,100

職種区分 初任給 平均年齢 平均給料

行　政　職
大卒　190,200

退職手当
Ｅ

860,154

区　分 評定期間 評定の種類

中間評定 平成27年 4月 1日から平成27年 9月30日まで 成績評定，態度評定

期末評定 平成27年10月 1日から平成28年 3月31日まで 成績評定，態度評定，能力評定，目標管理※

1,036 3,672,237 1,207,818 1,526,548 7,266,757

職員数
Ａ

給　料
Ｂ

職員手当
(期末勤勉手当除く)

Ｃ

期末勤勉手当
Ｄ

合　計
Ｂ+Ｃ+Ｄ+Ｅ

平成26年 平成27年

95.4 94.9

平成25年

95.1

職種区分 初任給 平均年齢 平均給料

行　政　職



（４）主な職員手当の状況（平成27年4月1日現在）

職員に支給する主な職員手当は次のとおりです。

　 6月　…　期末手当：1.225月分，勤勉手当：0.750月分
　12月　…　期末手当：1.375月分，勤勉手当：0.850月分
　 計　　 　期末手当：2.60 月分，勤勉手当：1.60 月分

４　職員の勤務時間，その他の勤務の条件４　職員の勤務時間，その他の勤務の条件４　職員の勤務時間，その他の勤務の条件４　職員の勤務時間，その他の勤務の条件

（１）勤務時間（平成27年4月1日現在）

※　施設等においては，上記の勤務時間と異なる場合があります。

（２）休暇（平成27年4月1日現在）

介 護
休 暇

○　職員が配偶者，父母，子等の生計を一にする親族で，負傷，疾病，又は老齢に
　より，2週間以上の期間にわたり日常生活を営むのに支障がある者の介護をする
　ため，勤務しないことが相当であると認められる場合
○　連続する6か月の期間内において必要と認められる期間
○　勤務しない期間（時間）は無給

年 次
休 暇

○　1月1日を基準として，1年につき20日間
○　年の中途において新たに職員となる者は，当該年における在職期間に応じた日数
　　（例：4月1日採用者は15日間付与）

療 養
休 暇

○　職員が負傷又は疾病のため療養する必要があり，その勤務しないことがやむを得
　ないと認められる場合
○　1年以内において必要と認める期間

特 別
休 暇

○　子の看護，結婚，出産，交通機関の事故その他特別な事由により，職員が勤務し
　ないことが相当であるものとして規則で定める場合必要と認める期間

正規の勤務時間 休憩時間　※

午前8時30分～午後5時15分（1日7時間45分） 正午～午後1時

休暇の名称 内　　容

特殊勤務手当

期末勤勉手当

退 職 手 当

○　民間企業のボーナスに当たる期末手当及び勤勉手当は，年間で，給料月額の
　4.2月分を6月・12月の2回に分けて支給しています。

　茨城県市町村総合事務組合の退職手当条例に基づき，退職時の給料，勤続年数
　等に応じて支給しています。

住 居 手 当

通 勤 手 当

時 間 外 勤 務 手 当

管理職手当

扶 養 手 当

地 域 手 当

○　管理又は監督の地位にある職員のうち規則で指定する者について，その職務
　の特殊性に基づき，月額25,000円から110,000円を支給しています。

○　扶養親族のいる職員に対し，生活費の補てんを目的に支給しています。
　　扶養親族の範囲は，他に生計の途がなく，主としてその職員の扶養を受けて
　いる者をいいます。
　（配偶者…月額13,000円，子，父母等…月額6,500円）

○　平成18年4月から，給与構造改革による基本給の引下げに伴い，地域の民間
　賃金水準を公務員給与に適切に反映させるよう創設された手当です。
　　支給率は，国の支給率に準じて定めることとされています。
　（平成27年度は，給与基礎額の10％を支給）

○　月額12,000円を超える家賃を支払っている職員に対して，家賃の半額程度を
　月額27,000円を限度に支給しています。

○　電車やバス等の利用者に対し，6か月定期の価額を基本として支給し，自家
　用車等の利用者に対しては，片道2㎞以上で距離に応じ2,000円から33,600円
　を支給しています。

○　正規の勤務時間を超えて勤務した職員に対して支給しています。

○　危険・不快又は困難な勤務等に従事する職員に対して支給しています。

手当の名称 内　　容



５　職員の休業に関する状況５　職員の休業に関する状況５　職員の休業に関する状況５　職員の休業に関する状況

（１）育児休業の取得者数（平成27年度における取得者）

（２）介護休暇の取得者数（平成27年度における取得者）

６　職員の分限処分及び懲戒処分の状況６　職員の分限処分及び懲戒処分の状況６　職員の分限処分及び懲戒処分の状況６　職員の分限処分及び懲戒処分の状況

（１）分限処分の件数（平成27年度）

（２）懲戒処分の件数（平成27年度）

　

７　職員の服務の状況７　職員の服務の状況７　職員の服務の状況７　職員の服務の状況

件数

180

13 36

　（人）

男性職員 2 2
女性職員 4 17 13 34

区　分 取得者数

男性職員 0
女性職員 0

合　計 6 17

※　懲戒処分とは，職員に職務上の義務違反や全体の奉仕者としてふさわしくない非行があった場合
　に，その道義的責任を問うことにより，公務における規律と秩序を維持することを目的として，職
　員に制裁として免職や減給などの処分を行うことです。

（人）
区　分 1年以下 1年超2年以下 2年超3年以下 合　計

合　　　計 1 1 2 0 4

全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合 0

職務上の義務に違反し又は職務を怠った場合 0

法令に違反した場合 1 1 2 4

※　分限処分とは，公務の能率の維持及びその適正な運営の確保という目的から，一定の事由がある
　場合に，職員の意に反して免職や休職などの処分を行うことです。

（人）
区　　分 戒告 減給 停職 免職 合計

合　　　計 0 0 8 0 8

刑事事件に関し起訴された場合 0

職制，定数の改廃，予算の減少により廃職，過員を生じた場
合

0

職に必要な適格性を欠く場合 0

心身の故障の場合 8 8

勤務実績が良くない場合 0

（件）
区　　分 降任 免職 休職 降給 合計

26

区　分

職務に専念する義務の免除

営利企業等の従事許可

備考

庁舎消防訓練等
大学の非常勤講師等



８　職員の研修の状況８　職員の研修の状況８　職員の研修の状況８　職員の研修の状況

（１）職員研修の状況（平成27年度）

９　職員の福祉及び利益の保護の状況９　職員の福祉及び利益の保護の状況９　職員の福祉及び利益の保護の状況９　職員の福祉及び利益の保護の状況

（１）厚生福利制度

○　各種見舞金,祝金,弔慰金等の給付を行う。

○　スポーツ大会,レクレーション事業,短期 　

　人間ドック受診助成等を実施する。

○　生活資金等の貸付を行う。

（２）公務災害等認定件数（平成27年度）

（３）利益の保護の状況（平成27年度）

不利益処分に関する不服申立て 0件

通勤途中の災害 0件

区　　分 件数

勤務条件に関する措置の要求 0件

メンタルヘルスケア ○　講習会の開催や心の健康相談等を実施する。

区　分 件数

公務中の災害 0件

貸付事業

○その他

主な事業 事　業　内　容

健康診断 ○　職員に対し定期健康診断や胃・肺・大腸ガン検診等を実施する。

給付事業 7,720 ―

福利厚生事業 23,452 9,200

○土浦市職員互助会

主な事業 事　業　内　容
事業費（Ｈ27年度）

うち市補助金

派遣研修 指定職員，希望職員 25
消防職員に係る研修 新任消防職員，指定職員 107

短期給付事業

長期給付事業

福祉事業

○　組合員とその家族の病気・出産・災害等に対して必要な給付を行う。

○　組合員の退職・障害・死亡に対して年金又は一時金の給付を行う。

○　健康診査等の健康の保持増進事業，保養施設の運営，住宅資金の貸付等を行う。

○茨城県市町村職員共済組合

主な事業 事　業　内　容

指定職員，希望職員 164

勤務評定研修 課長，課長補佐級職員等 218

（人）
研修名 対象者 人数

階層別研修 階層別指定職員 463

専門研修

自主研修 希望職員 3


